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藤川幹事長 岩渕支部長 

                         

                                 

 

支
部
長
年
頭
挨
拶 

  

平
成
26
年
１
月
18
日
正
午
よ
り
、
京

王
ク
ラ
ブ
３
階
会
議
室
に
於
い
て
、
会
員

27
名
参
加
の
も
と
新
年
会
が
開
催
さ
れ

た
。
司
会
進
行
は
藤
川
幹
事
長
。 

最
初
に
岩
渕
支

部
長
よ
り
「
明
け

ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い

中
ご
出
席
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
摩
市
地
域
支
部
の
設
立
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
も
お
呼
び
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
日
は
多
摩
市
地
域
支
部
会
員
の

み
と
し
ま
し
た
。 

昨
年
末
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
た
こ

と
は
、
会
員
間
の
絆
を
深
め
た
意
味
で
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
員
も
さ
ら
に

増
や
し
て
い
き
た
い
。
お
力
添
え
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
日
は
ゆ
っ
く
り
料

理
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

新
年
会
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。 

ま
た
、
藤
川
幹

事
長
よ
り
「
多
摩

市
地
域
支
部
は

昨
年
５
月
84
名

で
発
足
し
、
現
在

104
名
と
な
っ
た
。 

現
在
明
大
校
友
会
多
摩
支
部
全
体
で

20
の
地
域
支
部
が
あ
る
。
当
地
域
支
部

は
18
番
目
。
羽
村
地
域
支
部
、
福
生
地

域
支
部
が
発
足
し
、
稲
城
市
も
ま
も
な
く

発
足
の
予
定
。
昨
年
、
多
摩
支
部
の
忘
年

会(

竹
取
の
湯)

が
多
摩
市
内
で
あ
っ
た

際
に
、
当
地
域
支
部
で
運
営
の
お
手
伝
い

を
し
た
が
、
段
取
り
が
よ
く
高
評
価
を
頂

い
た
。」
と
の
現
況
報
告
が
あ
っ
た
。 

引
き
続
き
、
中
山
副
支
部
長
の
音
頭
で

乾
杯
が
行
わ
れ
新
年
会
の
宴
と
な
り
、
新

会
員
の
自
己
紹
介
、カ
ラ
オ
ケ
、ビ
ン
ゴ
、

学
生
時
代
の
思
い
出
話
等
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
中
締
め
を
菊
池
副
支
部
長
、

安
波
副
支
部
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
、
最

後
は
お
決
ま
り
の
校
歌
斉
唱
で
第
１
回
新

年
会
は
終
了
し
た
。 

  

    

・「
紫
紺
会
」
カ
ラ
オ
ケ
（
ひ
じ
り
館
） 

毎
月
最
終
土
曜
日 

午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分 

 

・
３
月
下
旬 

観
桜
会 

（
都
立
桜
ケ
丘
公
園
） 

 

・
４
月
下
旬 

六
大
学
野
球
応
援
観
戦 

（
神
宮
球
場
） 

 

・
５
月
下
旬 

多
摩
市
地
域
支
部
総
会 

 

・
７
月
上
旬 

紫
紺
第
３
号
発
行 

平
成
25
年
度 

下
期
事
業
計
画(

案)
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一
、
カ
ラ
オ
ケ
「
紫
紺
会
」
で 

親
睦
を
深
め
よ
う
！！ 

寺
島 
忠
昭(

Ｓ
41
経
営) 

校
友
会
に
入
会
し
た
か
ら
に
は
先
ず

は
親
睦
！ 

お
茶
、
お
茶
菓
子
、
お
つ

ま
み
、
ビ
ー
ル
、
焼
酎
等
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

飲
ん
で
食

べ
て
、
歓

談
し
な
が

ら
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し

み
、
親
睦

を
深
め
ま

し
ょ
う
。 

親
し
く

な
っ
た
仲

間
で
何
か

新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
る
も
よ

し
、
会
社
と
は
違
っ
た
明
る
く
楽
し
い

世
界
が
開
け
る
か
も
？ 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
土
曜
日 

午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分 

・
場 

所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会 

費
：
500
円 

・
担 

当
：
企
画
部
会  

寺
島
・
伊
東
・
秋
山
・
山
下 

・
連
絡
先
：
寺
島 

☎042-371-5084 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

tamahills-ponpoko@pg7.so-net.ne.jp 

 

な
お
、
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日

時
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

二
、
明
大
新
時
代
の
幕
開
け
！ 

 

中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会 

伊
東 

勝
義(

Ｓ
35
商
） 

平
成
25
年
10
月
19
日
、
31
名
参
加

（
当
地
域
支
部
か
ら
６
名
参
加
）
し
た
。

９
時
40
分
か
ら
２
班
に
分
か
れ
、
事
務

室
の
友
保
氏
案
内
で
見
学
。
11
時
30
分

学
食
で
320
円
の
定
食
を
頂
き
記
念
撮
影

後
解
散
と
な
っ
た
。
そ
の
後
希
望
者
は
、

和
泉
校
舎
・
新
図
書
館
を
見
学
し
た
。 

キ
ャ
ン
パ
ス
概
要 

校
舎
は
地
上
14
階
建
て
（
地
下
１

Ｆ
・
２
～
５
Ｆ
教
室
、
７
～
14
Ｆ
研

修
室
）
の
高
層
棟
と
地
上
５
階
建
て
の

低
層
棟
が
あ
る
。
生
徒
数
約
３
千
名
。

６:

４
で
女
性
が
多
い
。
２
割
が
海
外

留
学
生
。

「
総
合
数

理
学
部
」、

「
国
際
日

本
学
部
」

と
「
大
学

院
」
が
あ

る
。 

特
徴
及
び
印
象 

①
校
舎
は
吹
き
抜
け
で
ガ
ラ
ス
張
り
の

小
教
室
が
多
く
、
内
側
か
ら
も
外
側

か
ら
も
見
え
る
。 

②
教
室
以
外
各
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
約
千
脚

の
椅
子
・
ソ
フ
ァ
ー
を
配
し
、
学
生
の

有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
っ
て
い
る
。 

③
Ｐ
Ｃ
（
千
台

以
上
か
）、
Ａ
Ｖ

機
器
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
完
備
。 

④
移
動
フ
ロ
ア

に
も
ゆ
と
り
が

あ
り
、
床
に
は

靴
音
吸
収
素
材

を
使
用
、
ト
イ

レ
も
非
常
に
綺
麗
。 

⑤
約
100
名
の
専
任
講
師
は
殆
ど
外
国
人
、

語
学
力
向
上
に
期
待
。 

⑥
図
書
館
の
膨
大
な
蔵
書
、
敷
地
内
緑
化

対
策
（
中
野
区

か
ら
表
彰
）
等

総
合
的
に
一
流

ホ
テ
ル
並
み
の

雰
囲
気
あ
り
。 

 

文
系
理
系
が

共
に
学
び
国
際

化
、
先
端
研
修
、

社
会
連
携
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
た
当
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

明
大
新
時
代
の
幕
開
け
を
担
う
事
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。 

 三
、
明
早
ラ
グ
ビ
ー
応
援
観
戦 

秋
山 

隆
敬(

Ｓ
43
法) 

昨
年
誕
生
し
た
我
が
明
治
大
学
校
友

会
多
摩
市
地
域
支
部
が
企
画
し
た
行
事

の
一
つ
と
し
て
、
さ
る
、
12
月
１
日
（
日
）

ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
を
応
援
観
戦
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地
域
支
部
よ

り
13
名
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
東
京
国
立
競
技
場
が
東
京
五

輪
に
向
け
て
の
大
改
修
に
入
る
た
め
、
国

立
で
の
伝
統
あ
る
明
早
戦
が
行
わ
れ
る
の

は
こ
れ
が
見
納
め
と
い
う
こ
と
で
、
明

治
・
早
稲
田
の
両
校
と
も
早
く
か
ら
集
客

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
こ
こ
数

上
期
活
動
報
告 
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(

左
か
ら
２
人
目
が
本
人) 

年
来
明
早
戦
の
入
場
者
数
は
３
万
人
台

で
し
た
が
、
今
回
は
４
万
７
千
人
と
ほ
ぼ

満
席
の
観
客
が
国
立
に
集
ま
り
ま
し
た
。

観
客
席
に
は
紫
紺
の
旗
が
は
た
め
き
（
明

治
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

し
た
）、
普
通
の
キ
ッ
ク
に
も
ト
ラ
イ
が

決
ま
っ
た
よ
う
な
声
が
沸
く
中
で
の
観
戦

は
久
し
ぶ
り
に
興
奮
を
覚
え
る
観
戦
で
し

た
。前
半
は
３:

３
の
互
角
で
折
り
返
し
、

後
半
も
中
盤
ま
で
は
優
勢
で
、
こ
れ
は
い

け
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
早

大
に
ペ
ー
ス
を
つ
か
ま
れ
最
終
的
に
は

３:

15
で
ノ
ー
サ
イ
ド
。
残
念
で
し
た
。 

試
合
後
、
応
援
団
に
よ
る
エ
ー
ル
の
交

換
の
後
、松
任
谷
由
実
が「
ノ
ー
サ
イ
ド
」

を
熱
唱
し
、
伝
統
の
「
明
早
戦
」
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
新
宿
で
選
手
の
健
闘
を
祝
し
、

観
戦
し
た
我
々
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

           

   

一
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
健
康
カ
ラ
オ
ケ 

 
 

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ 

川
原
崎 

由
夫(

Ｓ
29
商) 

昭
和
５
年
生
れ
の
84
歳
で
す
。
山
歩

き
20
年
、
現
在
も
東
京
ハ
イ
キ
ン
グ
協

会
会
員
。 

全
て
の
病
は
運
動
不
足
が
主
因
で
あ

る
と
自
覚
し
毎
日
曜
日
４
～
５
時
間
歩

く
こ
と
を
習
慣
的
に
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
維
持
は
思
う
だ
け
で
は
駄
目
で
、
実

際
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

正
し
い
健
康
維
持
の
習
慣
は
運
動
・
休

養
・
栄
養
で
、
人
間
生
活
の
３
要
素
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

継
続
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
午
前
６
時
30
分
か

ら
10
分
間
実
行
し
て
み
る
の
も
一
法
で

す
。
多
少
の
努
力
な
く
し
て
、
惰
性
で
は

健
康
維
持
は
出
来
ま
せ
ん
。 

ま
た
、「
声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
」
が

感
情
表
現
を
豊
か
に
し
、
上
手
下
手
で
は

な
く
健
康
長
寿
に
一
石
二
鳥
の
効
果
が

あ
る
よ
う
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
で
「
誰
も
聞

い
ち
ゃ
い
な
い
」
と
思
っ
て
大
き
な
声
を

出
し
て
歌
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。
７
～
８

曲
以
上
歌
う
と
１
ｋｍ
歩
い
た
効
果
が
あ

り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
ス
ポ
ー
ツ
と
考
え
て
い

る
次
第
で
す
。
当
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
希
望

者
は
是
非
２
日
間
の
「
お
試
し
期
間
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ご
加
入
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

お
問
合
せ
先
： 

代
表 

川
原
崎 

☎0
4
2
-3

7
3
-9

4
2
4
 

 

二
、
ひ
じ
り
館
前
広
場 

ラ
ジ
オ
体
操
の
会
「
六む

つ

・
三み

会
」 

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
よ
う
！ 

鈴
木 

達
夫(

Ｓ
33
工) 

地
域
の
人
た
ち
の
健
康
づ
く
り
の
一
助

に
な
れ
ば
と
、
ひ
じ
り
館
前
で
始
め
た
ラ

ジ
オ
体
操
は
、
昨
年
の
10
月
で
11
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。 

参
加
者
は
暖
か
く
な
る
と
多
く
な
り
、

寒
く
な
る
と
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
夏
場

に
は
子
供
会
が
加
わ
り
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
す
。 

朝
の
新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て
、６
時
30

分
お
な
じ
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
と
第
二
。 

そ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
レ
ッ
チ
運

動
。
手
や
足
を
曲
げ
伸
ば
し
、
体
を
屈
伸

し
た
り
、
両
足
で
軽
く
飛
ん
だ
り
と
６
時

45
分
頃
ま
で
体
全
体
を
充
分
に
動
か
し

ま
す
。 

体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
が
終
わ
る
と
有
志

で
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
同
時
に

遊
歩
道
の
ゴ
ミ
拾
い
も
し
て
い
ま
す
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
毎
日
規
則
正
し
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
風
邪
も

ひ
か
ず
、息
切
れ
も
せ
ず
、そ
し
て
毎
朝
、

広
場
で
仲
間
に
会
う
の
が
楽
し
み
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

会
長 

鈴
木 

    

一
．
趣
味
は
コ
ー
ラ
ス 

…
で
も
難
し
い 

藤
川 

忠
博(

Ｓ
40
商) 

幼
い
頃
か
ら
歌
う
こ
と
が
好
き
で
し
た

が
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
素
晴
ら
し
さ
に
夢
中
に
な
り
、
合
唱
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
大

で
は
混
声
合
唱
団
に
所
属
、
学
業
そ
っ
ち

の
け
で
、
合
唱
漬
け
の
充
実
し
た(

？)

４
年
間
を
過
ご
し
た
こ
と
は
良
い
思
い
出

で
す
。 

定
年
後
、
横
浜

の
男
声
合
唱
団

に
在
団
時
、
気
の

合
っ
た
仲
間
と
出

会
い
「
ハ
ー
バ
ー

カ
ル
テ
ッ
ト
」
を

結
成
、
７
年
目
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。

主
に
横
浜
周
辺
で
、

学
校
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

会
員
活
動
便
り 

会
員
か
ら
の
ご
案
内 
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を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
単
独
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
意
欲
的
に
実
施
、
昨
年
の
横
浜
人
形

の
家
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
３
回
目
を
何
と

か
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

平
均
年
令
70
歳
？
の
オ
ヤ
ジ
カ
ル
テ
ッ

ト
で
す
が
、
年
々
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
や
は
り
プ
ロ
で

敬
愛
す
る
ダ
ー
ク
や
ボ
ニ
ー
、
そ
し
て
デ

ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
は
偉
大
だ
と
思
い
ま
す
。

(

当
た
り
前
か
…) 

今
の
メ
ン
バ
ー
で
、
死
ぬ
ま
で
楽
し
ん

で
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 二
、
書
籍
出
版
ご
案
内 

今
村 

隆
正(

Ｓ
59
文
） 

「
日
本
被
害
地
震
総
覧
」
宇
佐
美
龍

夫･

石
井
寿･

今
村
隆
正･

武
村
雅
之･

松

浦
律
子
共
著
を
出
版
致
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。 「

日
本
被
害
地
震
総
覧
」
は
、
過
去
千

四
百
年
間
の
歴
史
上
の
被
害
地
震
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
地
震
の
辞
典
の
様
な
本

で
す
。
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
も
詳
述

し
て
お
り
ま
す
。
専
門
書
で
は
あ
り
ま
す

が
、地
震
や
歴
史
の
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、

都
市
計
画
や
地
域
開
発
に
携
わ
る
国
や

自
治
体
に
と
り
ま
し
て
も
、
今
後
の
防
災

に
役
立
つ
情
報
を
多
く
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。 ご

購
入
下
さ
い
ま
す
際
に
は
、
ご
一
報

頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
個
人
、
企
業
、

団
体
を
問
わ
ず
「
著
者
割
」
に
て
ご
案
内

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

連
絡
先
：
今
村 

 

☎042-339-7373 

〒206-0033 
 

多
摩
市
落
合1-6-5-1004 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

imamura@gpi-net.jp 

  

         

・
伊
藤
頼
男
（
Ｓ
35
法
） 

・
杉
山 

喬
（
Ｓ
45
工
） 

 

両
氏
は
現
在
療
養
中
で
す
。
早
期
全
快

を
お
祈
り
し
、
１
日
も
早
い
再
会
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

明
治
で
培
っ
た
「
負
け
じ
魂
」
を
、
今

こ
そ
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

    

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

                               

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

校
友
会
の
活
動
資
金
は
、
年
会
費
に
依

存
し
て
お
り
、
緊
縮
財
政
を
強
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
新
規
会
員
の
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
年
会
費
（
三
千

円
）
未
納
の
方
は
、
お
支
払
い
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・
振
込
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号00190-0-774332 

 

口
座
名
義 

明
治
大
学
校
友
会
多
摩

支
部
多
摩
市
地
域
支
部 

紙
誌
「
紫
紺
」
の
送
付
は
、
年
会
費
納

入
者
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。 

年
会
費
振
込
用
紙
は
、年
二
回「
紫
紺
」

送
付
時
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

  編
集
後
記 

 

・｢

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

に
ご
投
稿
を
！ 

題
材
自
由
・
ご
自
慢
の
作
品
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
絵
画
、
陶
芸
、
趣
味

の
作
品
、
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！ 

・
寄
稿
、
大
歓
迎
！！ 

・
新
規
会
員
の
ご
紹
介
を
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
お

願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

・
充
実
の
第
２
号
完
成
。
嬉
し
い
！
（
や
） 

  

現
在
会
員
数 

一
〇
四
名 

平
成
25
年
12
月
末
現
在 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

自
慢
の
一
葉 

① 富 士   （忍 野） 

撮影者 鶴田 勇雄氏 

② アトリ   (桜ヶ丘公園) 

撮影者 矢場 岩男氏 


